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目的 体 研礼n  &i齢化紅会にhi7  ゐ好 ふしい往生ﾗll 釦l-^ ろμめの住尼君画ぱ｡の課題

乞裸心六卸 ぺ、前年蕨に引牝?. 血い持皐蛉婚し世和 侈攻すら男子大剽 ま1乞対象に尼後と

の同71k匙識 や住生嗜の心向£ｷ巴握し八ものであゐ。

か%、 阪神陥の私立 学生（ご3回£ ）Iろ2えi 対象と^ う？ソ 丁－ト調査をt 施 し≒

？ンド トは直蒋配訃 瓦椿剛 筋 式 乞用い以。 嘲 曼気施 時期; 昭和7 年12 月）

艇丿
乞しマいる層は約Z 割T 恰 わが` 同居£体験 叶 層は心悸叫 特 数i 走 すろバ2 ）尨人馬

司 吻 郎 毛人間題を^り な簡発 と如 捗 めゐ房･八 割 である。日本人 の平均寿命 ■ 3  j£

代同111率 及び諦ｸﾄ１ と比軟しれ載ヽ国め希有ｲ図 卸 でついlit 、約牛数 力岨 確･備 知 しマい

石。尨人間題 のZ 大穿因り 帆ろ^ 隻眼^'■稲ド 孤独i  についl も的確 恨 識しT  旧 、
怖 て尨人i. 唯 独^  な鼎右と如 化 める傾向力漕 い.  C3)同愚恚劫 蜂憾当加は挑じ哨 譜

乞た向t 心層仰9 い。しかし、旅･ 財在の緩承口閣卜 鴎 く 同居をも匈t う層 作 刳£瓦

め、いづ玖は同居び 収:要と馬 乙ろ房が 一見量呑在1 うとぷ･られ石。こフし以後との同居む

郎13 世代 忌柱の層 て一層顕先でヽあう。胞っマ易｝は、同居の条什、現球`の象旅形態に関

、妁ら似 悟 だ向口強いな^ と｡は冥な バ 飛 向ヽ特性＆肩LI  i吻tt £＆。リ.  I 幼の｝

祗しの同居だ拘がワ剽と｡ 率 である釦 錫 恥-i 失ゑ しr偏 向ﾏヽヽあ る。々の結果 、愚郵3

後1 向尨ド喇 しｌ 一貫しれ同居心向 £示? 層数 午船退 と;めゐび 、女子は観乙は別居・引 共

とば同居とい 、r≒% 乙矛確しU 恥良 心層川
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目的　的m と同棟であ^ 。

* 宏　前編と同棟である。

眺果　自 注生｡忿怨向；親しの同居時『八急､住t 恬に対^ 失同 ■ 竹離 への心向乞升feし 、

リ 賢s や･T どんらん』ﾏヽヽば教同肪向軋　^ 就毎 』でば竹離む向力靖]い。まht^ 学t ぷ

｀)やヤ低率なびら親 等同尼時(A 桂生吃en コミ 、二1 一沁 ソ･ ア・ﾌｲ ﾊﾞ`う／－の5.忿統制島識は
恥 叱 ちL 乱 更･;/賢徊^ 為の蔵同たヽ向い･D セ7、別 心 巴痕寸^ と、' 同`献瓦同食a 心向

は^ 別献il 同食』の郵 て虎し、女 子学庄より兇を 同食 へ(7､心向ば強い。(り)同居規匙要因；
恥 叱 名% ね。更r^m 行為の蔵同たヽ向芭アロセヌ､恥l^ 巴昏^ と･、『同献tL 同食a 心向
は^ 別献il 同食』の郵 て虎し、女 子学生より兇を 同食 へ(7､心向ば強い。(り)同居規地要因；

親 子同居＆現地t% 最X  (A '  ̂El とし7 、「ﾎ 馳 相性aU7.? Ｚ ｣バ 親の逮灘」(1り 幻 、「

% 哨え の経粛力」(17.0°/ )力で李げりれ、女'手管>i.の反応と類似し７いる。しかしろつの要
因の構収応がほぼ均衡し７いふ細 ま特硫的了あ 石。ふむ親 との同船 で大いに影零 瓦与え。る

し みられろ要因としマr 住宅の広さ・扱希 』嘲bV ％) £詣摘t る恚力囁 もりく 、女子

学生と失通しT  い^ 。(0 粍 論；今 回､ 既報口眺 き、親 と｡の同居匙噺乞易子大字^t 対象

に薦 畝しTv。ぞ汽粍呆次｛ 粍論と得-^ 。①男子字畦の高齢化筒題への認撒は 、女■^学生｡の
々れ ふリ戮竹高いも(A 心顧似し７いる。c 馬弓一学生はなﾐ} 学生より本嘱的 には同居【吋孔

許參柾力哺 い. ③同居(n 足要匝に 関し７も、男 女`学 蛸 て順 似しu沃 応ヽがみられろものの、

昌子学生iJ 、精神 面- 匙識a の要Bi 女子i^ £ほご 隻視してぃない。④特ふ 今回i てヽの

一恚の研兄で明 らかにし↑-.如く、同居時川i^ 遠(r､辰囚・々j鉢 のあり万や、認識につい７

ほ男々 苑 、年齢 匁、桂 みガの在と越乙代煮且(八島戯 特注力叫 石:t ら斎である。


